
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：有 
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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  7,432  79.0  481  －  157  －  339  －

22年３月期第１四半期  4,151  △43.6  △671  －  △739  －  △487  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  17  87       －

22年３月期第１四半期  △25  68       －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  28,100  15,849  56.3  834  35

22年３月期  28,686  15,908  55.4  837  40

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 15,830百万円 22年３月期 15,888百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －       0 00 －     0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －     0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  14,800  59.5  950  －  540  －  650  －  34  26

通期  28,400  34.2  1,700  －  1,150  －  950  －  50  07



４．その他（詳細は、［添付資料］Ｐ．２「その他」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短

信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施しております。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 20,537,875株 22年３月期 20,537,875株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 1,563,942株 22年３月期 1,563,875株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 18,973,979株 22年３月期１Ｑ 18,974,091株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当社グループが関連するエレクトロニクス業界においては、半導体設備投資が期初に想定した

以上に活発なものとなり、またパソコンやデジタルカメラ及び薄型テレビ等のデジタル製品向け

電子部品の需要も好調な推移となりました。 

 このような経営環境の中で当社グループは、急回復している電子部品市場に新製品を適切に上

市し、受注・売上の拡大につなげることができました。一方で、内製化取組みの強化や海外工場

への生産シフトを加速化するなどコスト構造の改善を図り、前年度に圧縮した製造固定費や販売

管理費等の上昇を最小限に抑え、業績向上に努めてまいりました。 

 その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は 百万円（前年同期比 ％増）とな

り、営業利益は 百万円（前年同期は 百万円の営業損失）となりましたが、円高による為替

差損 百万円等の営業外費用の計上により経常利益は 百万円（前年同期は 百万円の経常

損失）となり、また、関係会社マティ株式会社での退職給付引当金戻入額243百万円等の特別利

益の計上により四半期純利益は 百万円（前年同期は 百万円の四半期純損失）となりまし

た。 

  

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

   

［テストソリューション事業］ 

 当社グループ主力の半導体検査用ＩＣソケット製品は、期初想定以上に半導体設備投資が活発

となり、パソコンや携帯電話などに広く使われているメモリー系半導体、車載向けを中心とした

ロジック系半導体向けに、バーンインソケット及びテストソケット製品の売上が好調な推移とな

りました。 

 その結果、売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。 

  

［コネクタソリューション事業］ 

 デジタル製品向け電子部品の大幅な需要増を背景に、デジタルカメラ・ノートパソコン・プリ

ンタ向けを中心に小型メモリーカード用コネクタ製品が好調に推移いたしました。カーナビゲー

ション・薄型テレビ・アミューズメント向けを中心に高速伝送用コネクタとＹＦＬＥＸの販売も

好調に推移いたしました。また、欧州向けを中心とした産業機械向け各種コネクタ製品の販売が

金融不況の影響による悪化からようやく回復してまいりました。 

 その結果、売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。 

  

［ＰＶソリューション事業］ 

 ＰＶソリューション事業は、太陽電池モジュール用ジャンクションボックスとケーブル＆コネ

クタの接続部品の急速な量産立上げが進行しております。これまでは欧州生産拠点のドイツ工場

にて製造し欧州を中心とする需要に対応してまいりましたが、今期夏場以降の大口受注に対応す

るため中国の深圳工場にて本格出荷に向けて生産を立上げております。ただし、利益面では立上

げコストもあり、第２四半期以降改善してまいります。 

 その結果、売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。 

  

［光関連事業］ 

 光関連事業は、一般光学機器や光通信向け薄膜フィルタ製品の需要が回復し、売上も徐々に回

復してまいりました。 

 その結果、売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

7,432 79.0

481 671

293 157 739

339 487

2,374 283

3,255 320

690 13

283 9
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［ＥＭＳ事業］ 

 ＥＭＳ事業は、マティ株式会社で液晶組立事業及びフォトカプラ製品の検査組立事業を、プラ

イコンマイクロエレクトロニクスINC.（フィリピン）で基板実装事業を運営しております。マテ

ィ株式会社のフォトカプラ製品の検査組立事業については５月で生産を終息いたしましたが、事

業終息に係わる損失等の計上は前期決算に織り込んでおります。一方、液晶組立事業も減少傾向

が続いておりますが、新規商談を取り込むなど対策中であります。プライコンマイクロエレクト

ロニクスINC.の基板実装事業については、ユーザーからの部品無償支給の比率により売上規模は

大きく変化いたしますが、前年度以降安定的な受注と利益を確保しております。 

 その結果、売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第１四半期末の総資産は、 百万円（前期末比 百万円減少）となりました。流動資

産は受取手形及び売掛金の減少などにより 百万円減少となりました。有形固定資産は、主に

生産設備の取得により 百万円の増加となりました。投資その他の資産は、投資有価証券評価

差額の計上や、従来、持分法を適用していた子会社を連結の範囲に含めたことによる持分法適用

子会社に対する貸付金の減少などにより 百万円の減少となりました。 

 負債は、 百万円（前期末比 百万円減少）となりました。これは、支払手形及び買掛

金の減少や長期借入金を返済したことなどによるものであります。 

 純資産は、 百万円（前期末比 百万円減少）となりました。株主資本は、四半期純利益

を計上したことにより 百万円増加いたしました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 連結業績予想につきましては、テストソリューション事業及びコネクタソリューション事業が

好調に推移していることに加え、ＰＶソリューション事業も想定どおり立ち上がってきているこ

とから、第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を修正いたしました。 

 詳細は、平成22年８月２日付「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 

平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第21号 平成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は 千円減少し、税金等調整前四半期純利益は 千円

減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 千円で

あります。 

  

828 16

28,100 585

316

173

419

12,250 527

15,849 58

339

２．その他の情報

183 7,865

16,815
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社グループは、前々期連結会計年度 千円、前連結会計年度 千円の営業損失

を計上し、また、前々期連結会計年度 千円、前連結会計年度 千円の当期純損

失を計上しており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。

 しかし、当社グループは、前第３四半期連結会計期間及び前第４四半期連結会計期間に営業利

益の黒字化を達成したこと及び財務面において資金の確保ができたことにより、前連結会計年度

末において事業継続にあたり重要な不確実性は解消されたものと判断いたしました。 

 また、当第１四半期連結会計期間におきましても、上記の状況を解消すべく、前連結会計年度

において大幅に削減した固定費等の上昇を最小限に抑え、内製化取組みの強化及び海外工場への

生産シフトを加速化するなどにより原価低減を推進し、業績向上に努めた結果、四半期純利益の

黒字化を達成いたしました。 

 さらには、引き続きグローバル競争下でも高付加価値確保ができる新製品を上市することによ

り、急回復している電子部品市場の需要を着実に取り込むことで通期での当期純利益の黒字化を

見込んでおります。 

  

2,891,295 554,480

4,721,163 1,970,913
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,098,384 4,072,370

受取手形及び売掛金 6,986,323 7,372,965

商品及び製品 1,235,101 1,260,885

仕掛品 442,769 446,143

原材料及び貯蔵品 1,810,460 1,703,654

繰延税金資産 158,344 141,702

その他 628,784 679,725

貸倒引当金 △17,418 △18,097

流動資産合計 15,342,748 15,659,351

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,909,033 2,927,114

機械装置及び運搬具（純額） 2,234,926 2,031,656

工具、器具及び備品（純額） 1,551,201 1,518,227

土地 3,526,276 3,531,657

リース資産（純額） 8,137 8,924

建設仮勘定 159,698 197,779

有形固定資産合計 10,389,273 10,215,360

無形固定資産   

のれん 49,415 56,475

その他 148,961 165,750

無形固定資産合計 198,377 222,225

投資その他の資産   

投資有価証券 1,182,550 1,442,669

繰延税金資産 113,228 131,671

その他 971,071 1,112,001

貸倒引当金 △96,675 △96,713

投資その他の資産合計 2,170,175 2,589,628

固定資産合計 12,757,826 13,027,214

資産合計 28,100,575 28,686,565

- 4 -
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,935,299 4,191,644

短期借入金 5,871,400 5,380,088

未払法人税等 68,526 98,254

役員賞与引当金 1,000 7,000

繰延税金負債 25,020 38,651

その他 1,631,746 1,735,827

流動負債合計 11,532,993 11,451,465

固定負債   

長期借入金 500,952 1,040,910

退職給付引当金 18,277 97,546

役員退職慰労引当金 38,746 41,821

資産除去債務 16,815 －

繰延税金負債 51,081 96,490

その他 91,731 50,119

固定負債合計 717,604 1,326,888

負債合計 12,250,598 12,778,353

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,013,634 10,013,634

資本剰余金 10,971,518 10,971,518

利益剰余金 △1,651,542 △1,990,595

自己株式 △2,281,347 △2,281,321

株主資本合計 17,052,262 16,713,236

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 105,744 256,376

為替換算調整勘定 △1,327,182 △1,080,720

評価・換算差額等合計 △1,221,437 △824,343

少数株主持分 19,151 19,319

純資産合計 15,849,976 15,908,211

負債純資産合計 28,100,575 28,686,565
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 4,151,288 7,432,302

売上原価 3,415,195 5,443,808

売上総利益 736,093 1,988,494

販売費及び一般管理費   

給料 599,128 624,958

賞与 47,779 98,111

福利厚生費 96,309 99,334

運賃諸掛 73,700 103,402

旅費及び交通費 41,660 52,499

減価償却費 83,157 65,863

支払手数料 51,269 53,354

賃借料 96,479 87,489

雑費 317,921 322,381

販売費及び一般管理費合計 1,407,408 1,507,395

営業利益又は営業損失（△） △671,315 481,098

営業外収益   

受取利息 4,686 2,865

受取配当金 14,910 10,923

スクラップ売却益 － 11,208

助成金収入 33,370 6,956

その他 20,791 7,938

営業外収益合計 73,759 39,892

営業外費用   

支払利息 28,364 57,805

為替差損 54,882 293,034

持分法による投資損失 54,898 4,172

その他 4,063 8,604

営業外費用合計 142,208 363,616

経常利益又は経常損失（△） △739,764 157,373

特別利益   

固定資産売却益 2,394 5,085

投資有価証券売却益 － 12,187

貸倒引当金戻入額 2,127 －

退職給付引当金戻入額 － 243,247

退職給付制度終了益 253,839 －

受取補償金 － 60,300

その他 － 2,500

特別利益合計 258,361 323,320

特別損失   

固定資産除却損 14,298 20,257

固定資産売却損 1,759 －

投資有価証券評価損 － 3,023

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 7,682

その他 4,905 606

特別損失合計 20,963 31,569

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△502,366 449,124
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

法人税、住民税及び事業税 13,106 89,994

法人税等調整額 △27,785 20,179

法人税等合計 △14,678 110,174

少数株主損益調整前四半期純利益 － 338,950

少数株主損失（△） △443 △102

四半期純利益又は四半期純損失（△） △487,244 339,052
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△502,366 449,124

減価償却費 406,877 386,121

受取利息及び受取配当金 △19,597 △13,788

支払利息 28,364 57,805

為替差損益（△は益） 27,227 298,369

売上債権の増減額（△は増加） 280,688 193,854

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,530 △215,149

仕入債務の増減額（△は減少） 35,787 △184,520

その他 △120,076 △119,353

小計 25,375 852,463

利息及び配当金の受取額 18,470 12,654

利息の支払額 △31,446 △64,519

特別退職金の支払額 △304,793 △68,400

法人税等の支払額 △41,280 △98,443

営業活動によるキャッシュ・フロー △333,674 633,754

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △413,772 △435,257

有形固定資産の売却による収入 4,739 37,558

その他 △21,716 12,812

投資活動によるキャッシュ・フロー △430,749 △384,886

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 18,402

長期借入金の返済による支出 △703,708 △59,958

配当金の支払額 △193 △59

その他 △13,967 △77,938

財務活動によるキャッシュ・フロー △217,868 △119,554

現金及び現金同等物に係る換算差額 21,984 △109,039

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △960,308 20,274

現金及び現金同等物の期首残高 5,993,787 4,066,656

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

－ 6,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,033,478 4,093,109
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該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

電子・電気機器関連部品の製造販売事業の売上高及び営業損失の金額は全セグメントの売上高の合計及び営業

損失の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略して

おります。 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）  

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
日本 
（千円） 

北米

（千円） 
アジア

（千円） 
欧州

（千円） 
計

（千円） 
消去又は全社 
（千円） 

連結

（千円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高  1,906,392  419,506 1,281,974 543,415  4,151,288  －  4,151,288

(2）セグメント間の内部売上高  909,219  15,780 1,047,678 15,230  1,987,909  △1,987,909  －

 計  2,815,612  435,287 2,329,653 558,645  6,139,197  △1,987,909  4,151,288

 営業利益又は営業損失（△）  △286,065  △38,584 62,498 △92,356  △354,507  △316,807  △671,315

  北米 アジア 欧州 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  419,506  1,316,176  543,415  2,279,098

Ⅱ 連結売上高（千円）       4,151,288

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 10.1  31.7  13.1  54.9
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、本社に製品別の事業推進部を置き、各事業推進部は取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を

立案し、事業活動を展開しております。また、光関連事業及びＥＭＳ事業については、中核グループ企業が中心とな

って取り扱う製品について国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。  

 したがって、当社グループは、事業推進部及びグループ企業を基礎とした製品別のセグメントを下記の５つの報告

セグメントとしております。なお、ＥＭＳ事業は、液晶組立事業と基板実装事業の２つの事業セグメントを集約して

おります。 

各事業区分の主要製品 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、サービス事業等を含んでお

ります。 

２．セグメント利益の調整額 千円には、各報告セグメントに配分していない全社費用 千

円及び棚卸資産の調整額 千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しな

い研究開発費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

   

該当事項はありません。  

  

事業区分 主要製品・サービス 

テストソリューション事業 
バーンインソケット、テストソケット、プローブカード、半導体テスト関連サ

ービス 

コネクタソリューション事業 
カードコネクタ、実装用ＩＣソケット、高速伝送用コネクタ、その他各種コネ

クタ、ＹＦＬＥＸ（高速伝送用ケーブル、実装基板） 

ＰＶソリューション事業 太陽電池モジュール用ジャンクションボックス、ケーブル＆コネクタ 

光関連事業 

ＲＧＢフィルタ、ＵＶ／ＩＲカットフィルタ、ダイロイックフィルタ・ミラ

ー、蛍光ダイロックフィルタ、ショート／ロングパスフィルタ、バンドパスフ

ィルタ、半導体レーザ光源 

ＥＭＳ事業 液晶組立サービス、基板実装サービス 

  （単位：千円）

  

報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

テストソリ

ューション

事業 

コネクタソ

リューショ

ン事業 

ＰＶソリュ

ーション事

業 
光関連事業ＥＭＳ事業 計

売上高                 

外部顧客へ

の売上高 
 2,374,312  3,255,016 690,738 283,129 828,856 7,432,052 250  7,432,302 － 7,432,302

セグメント間

の内部売上高 
 －  － － － － － 6,844  6,844 △6,844 －

計  2,374,312  3,255,016 690,738 283,129 828,856 7,432,052 7,094  7,439,146 △6,844 7,432,302

セグメント利益  283,715  320,086 13,839 9,065 16,997 643,702 200  643,902 △162,804 481,098

△162,804 △123,584

△47,893

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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